
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生の確保の見通し等を記載した書類 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

目  次 

 

 

第１ 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 ............................................................... 1 

１ 学生の確保の見通し .............................................................................................................. 1 

（１）定員充足の見込み .......................................................................................................... 1 

（２）定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 .............................................................. 5 

（３）学生納付金の設定の考え方 .......................................................................................... 11 

２ 学生確保に向けた具体的な取組状況 .................................................................................. 11 

（１）推進体制 ....................................................................................................................... 11 

（２）具体的な取組内容 ........................................................................................................ 12 

第２ 人材需要の動向等社会の要請.............................................................................................. 14 

１ 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） .......................................... 14 

２ 上記１が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠14 

（１）社会的背景 ................................................................................................................... 14 

（２）臨床工学技士に係る社会的ニーズ等の動向 ................................................................ 15 

（３）人材需要に関するアンケート調査 ............................................................................... 18 

（４）就職先確保に向けた取組 ............................................................................................. 20 

別紙資料目次 .............................................................................................................................. 22 

 

 

 

  



 

 

1 

 

 

学生の確保の見通し等を記載した書類 

 

第１ 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

１ 学生の確保の見通し 

（１）定員充足の見込み 

   医療科学部（臨床工学科）の入学定員設定の考え方は、以下のとおりである。 

  

 (ⅰ) 18 歳人口の推移、進学状況等 

    本学は大阪府に立地する。全国的に 18 歳人口が一時の横ばい状況から 2021（令和３）

年以降は長期的な減少傾向と予測されており、このことは大阪府の 18 歳人口についても

同様と見込まれている（別紙１）。 

    一方で、大阪府は、大学進学者の地元残留率（学校基本調査に基づくリクルート社の推

計）が全国の 44.2％に対し 56.4％と高く（別紙２）、また、大学進学者の県ごとの流出

入状況（文部科学省資料）についてみると、大阪府では「流入者数＞流出者数」であり、

2018（平成 30）年には 7,000 人超の流入超過（推計）となっている（別紙３）。西日本

地方においては隣県の京都府とともに大学生の大きな受入先の一つとなっていることは、

学生確保の上でも地域的なメリットであると考えられる。 

    さらに、日本私立学校振興・共済事業団私学経営情報センターの「私立大学・短期大学

等入学志願動向」によれば、大阪府の大学に係る志願倍率は全国平均の数値に比べ高い水

準で推移しかつ大きく増加していることも、大阪府における安定的な学生確保の状況を示

す一つのデータと考えられる（別紙４）。 

  2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 (参考)増加率 

大阪 
志願倍率 9.83 9.97 10.60 11.49 12.86 30.8％ 

充足率 107.68 106.47 107.10 104.51 103.61 ― 

全国 
志願倍率 7.58 7.76 8.13 8.57 9.09 19.9％ 

充足率 105.04 104.43 104.61 102.64 102.67 ― 

  出典：日本私立学校振興・共済事業団私学経営情報センター「私立大学・短期大学等入学志願動向」より 

  ※「増加率」は、2019 年度の志願倍率の 2015 年度に対する増加率である（本学による計算） 

 

 (ⅱ) 他大学の同系学部学科の入試状況 

    臨床工学技士の養成を主な教育内容とする同系の学部学科は、大学によって「医療保健

学部」「医療技術学部」「保健科学部」「工学部」その他多様な学部に置かれており、ま

た、それらの学部では臨床工学技士関係の学科とともに他の複数の学科が併設されている

ケースが多い。 

    このことを勘案し、競合他大学の状況について「学部」に着目するのではなく、臨床工

学技士養成課程を有する他大学の同系「学科」の入学志願者数や入学者数のデータを個別

に調査し、それをもとに考察した。 
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    2019（令和元）年における臨床工学技士養成課程を有する大学は 40 大学（42 学科。公

立 1 校を含む。）とみられるが、データ入手が可能であった 34 大学（36 学科。公立 1 校

を含む。）について 2015～2019 年度の一般入試の志願者数、受験者数、合格者数を調査

したところ、大学、年度でばらつきはあるものの、全体の平均としては、志願倍率は７倍

前後で推移している。また、本学が立地する大阪府を含む近畿地域には、同系学部学科は

５大学（私立大学のみ）あるが、うち４大学の平均値をみると、志願倍率はおおむね全国

平均値と同程度の水準で推移している。（別紙５） 

    入学者数に関しては、臨床工学技士の養成課程という枠内では全体として整合的なデー

タ入手が困難な面があったため、本学部の設置予定地近隣の近畿地域大学について、それ

ぞれのホームページで個別に調査した。データ入手可能であった範囲で次表のとおりであ

る。 

大学名 学部･学科 入学定員 入学者数 

藍野大学 

（大阪府） 

医療保健学部 

臨床工学科 

40 名 2019 年度 46 名 

2018 年度 38 名 

2017 年度 46 名 

森ノ宮医療大学 

（大阪府） 

保健医療学部 

臨床工学科 

（2018 年度開設） 

60 名 2019 年度 71 名 

2018 年度 70 名 

近畿大学 

（和歌山県） 

生物理工学部 

医用工学科 

50 名 2019 年度 52 名 

姫路獨協大学 

（兵庫県） 

医療保健学部 

臨床工学科 

40 名 2019 年度 30 名 

 

    以上のように、2019 年度には 1 校で入学定員を満たしていないものの、他校はほぼ入

学定員を満たす入学者数を順調に確保できていることが伺える。 

こうしたことから、臨床工学技士養成課程に係る大学志願者数等は安定的に推移してお

り、学生確保の見通しは良好であると考えられる。 

なお、こうした学生確保の動向に影響を及ぼす要因は様々なことが考えられるが、一つ

には国家試験の合格実績（在学生数に対する合格者数や合格率など）の影響があるものと

考えられる。 

国家試験の対策という観点でみた場合、本学部自体は新設ではあるものの、学校法人大

阪滋慶学園（以下「本法人」という。）の既設専門学校（大阪ハイテクノロジー専門学

校。以下「既設専門学校」という。）において制度創設時から長年にわたり国家試験に取

り組んできた蓄積があり、過去の国家試験の合格率も平均を大きく超えている（過去 10

年の平均合格率：全国 78％、既設専門学校 90％）。臨床工学技士の国家試験合格という

点だけをみれば、大学でも専門学校でも試験内容や対策は同じであり、学校法人全体にお

いて組織的に培ってきた臨床工学技士を含む医療系資格全般にわたる国家試験対策、例え

ば課外講座の実施、過去問の分析や活用、模擬試験の実施などについては大学でも大いに
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生かすことができるものである。このため、国家試験への対策・取組という点が、本学部

の学生確保にマイナスの影響を及ぼすことはないと考えている。 

 

 (ⅲ) 高校生に対する進学需要に関するアンケート調査結果による考察 

  ① 現設置計画に係るアンケート調査結果について 

    学部設置計画に関し、主な学生募集の対象となる高校生（２年生）に対して、本学への

受験・入学の意向に関する「受容性調査（高校２年生対象のアンケート調査）」を実施し

た。（詳細は次項に記述） 

    大阪府への大学進学が多い近畿圏及びその近隣県の高校を中心とする 145 校を対象に実

施したところ、学部開設時の受験年次となる高校２年生の回答として、次の結果が得られ

た。 

◆「本学科の受験を希望するか」との主旨の設問に対し回答のあった 7,477 件のうち、

「受験を希望する」が 214 名（7,477 件の 2.9％） 

◆「本学部学科に合格した場合、進学を希望するか」との主旨の設問に対しては、「進学

を希望する」が 113 名（7,477 件の 1.5％）、「進学先の一つとして考える」が 73 名

（7,477 件の 1.0％） 

 

    また、同アンケート調査では、「進学先決定の際に重視する条件」について「教育面」

と「環境・支援面」で聞いており（それぞれ２つまで選択）、「環境・支援面」では「交

通の便」（3,377 件、45.1％）が最も高い回答であった（次点は「キャンパスが充実して

いる」で 2,969 件、39.6％）。 

    本学は、近畿地域の交通の要衝である新大阪駅の眼前に立地しており、交通の便は極め

て至便であることから、このアンケートから伺える受験生の意向は本学の学生確保にとっ

て良い指標を示すものと考えられる。 

 

 ② 前年度におけるアンケート調査結果について 

    本学部設置計画の検討に当たり、当初令和２年３月の設置を想定していたことから、平

成 31 年１～２月にも、令和２年３月卒業予定（当時）の高校生に対するアンケートを実

施している。これは現設置計画に係る学部の入学対象とはならない学年のアンケート結果

ではあるが、おおむね現設置計画と同様の内容の設置計画を前提としている。 

その結果等は次のとおりであり、２年続けて入学定員数を大きく上回る入学希望者数が

出ている。これらは、異なる業者によって行われたものであり、異なる条件下においても

このような結果が出たことから、安定的な学生確保という点で一つの補助的な根拠である

と考える。 

 

   ＜平成 31 年１～２月実施：高校生に対するアンケート調査結果の概要＞ 

当時の設置計画（滋慶医療科学大学 医療科学部 臨床工学科）に関し、主な学生募集の

対象となる高校生（２年生：当時）に対して、本学への受験・入学の意向に関するアンケ
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ート調査を第三者機関（株式会社 さんぽう）に委託し、2019 年 1 月から 2 月にかけて実

施した。 

    大阪府への大学進学が多い近畿圏及びその近隣県の高校を中心とする 109 校を対象に実

施したところ、学部開設時の受験年次となる高校２年生の回答として、次の結果が得られ

た。 

◆「本学科の受験を希望するか」との主旨の設問に対し、「受験を希望する」が 161 名

（有効回答 8,057 件の 2.0％） 

◆「本学部学科に合格した場合、進学を希望するか」との主旨の設問に対し、「進学を希

望する」が 102 名、「進学先の一つとして考える」が 44 名 

 

 (ⅳ) 既設専門学校との関係等 

設置の趣旨等を記載した書類（第１－４－（２）「既設の専門学校との違い等」）にお

いて記述したように、人材養成の目的についてみると、専門学校では「臨床工学技士とし

ての専門的・実践的な能力の修得を目指した人材養成」を目的とし、本学部では「臨床工

学技士としての専門的・実践的な能力に加え、研究に関する能力や変化対応力等の基盤を

兼ね備えた人材の養成」を目的としているということができ、この人材養成の目的の違い

を踏まえて、本学部と専門学校では、教育課程や教員組織において大きな相違が存する。 

 

① 新たに本学で学部を設置して臨床工学技士の養成を行う理由 

臨床工学技士に求められる能力については、まず臨床工学の専門分野の能力や、社会人

としての一般的な素養、医療従事者としての態度・志向性等は不可欠のものである。ま

た、特に現場等における様々な状況における課題解決の能力や、専門分野の知識や技術の

向上を恒常的に図っていくための力（生涯学習力）も必要と考えられる。この課題解決力

や生涯学習力の修得には研究能力の基礎を有していることが有用であると考えられる。 

加えて、今後は特に、従事する現場の多様化、IT、データサイエンスの利用増大、医工

連携の推進等における役割への期待など、様々な変化に対応していく「変化対応力」を身

に付けた臨床工学技士の養成がより重要になってくると考えられる。 

こうした変化対応力までも有する人材の養成のためには、専門分野の教育だけではな

く、例えば専門分野の関連分野への理解から専門分野への考察・応用などの力を伸長する

ような教育などを進めていくことが重要と考えられる。 

以上のような人材養成、教育を行っていくためには、教育課程や教員組織のあり方を含

め、専門学校の枠組みでは難しいことから、大学の学部において人材養成を行うことが必

要である。 

 

② 専門学校における人材養成が今後も必要である理由 

専門学校の臨床工学技士科は、臨床工学技士制度の創設と同時に開設し、これまで多く

の優位な人材を輩出し、臨床工学技士の分野で大きな役割を果たしてきており、その自負
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を持って教育の質の向上にもこれまで鋭意取り組んできている。志願者の確保と就職先確

保については、今後とも十分な実績が見込まれるところである。 

また、臨床工学技士の養成に関しては、大学における学科等の新設が増加傾向にある一

方、専門学校は減少傾向にあるが、現状においては、学校数（大学 40 校（公立１校を含

む）、専門学校 34 校）、国家試験合格者数（2018（平成 30）年度、大学 1,197 名、専

門学校 950 名）ともに同程度となっている。このように専門学校における専門的・実践

的な能力の修得に重点を置いた臨床工学技士の養成に対するニーズは現状でも高く、臨床

工学技士養成の量的な必要性からみても、大学及び専門学校の双方による臨床工学技士の

養成は引き続き必要と考えられる。 

さらに、修業年限が１年短いこと、このために学費総額が少ないことは大学に比べた場

合の専門学校の大きなメリットであり、学士取得ということや幅広い教育が受けられるな

どといった点よりも、できる限り少ない時間的・経済的負担で臨床工学技士の資格取得を

目指すことができるということは、学生及び保護者にとって重要な選択肢の一つであり、

専門学校に対するニーズは引き続き大きい。 

以上のとおり、大学と専門学校におけるディプロマ・ポリシーの違いにみられる人材養

成の違いや教育の違い、進学希望者が大学と専門学校に求めるニーズの違い等を踏まえ、

学部新設と並行して、専門学校における臨床工学技士の養成を引き続き継続して行うこと

としているものである。 

 

当法人としては、本学部と既設専門学校における人材養成の目的や教育内容等の違いを

踏まえ、学生のニーズや将来的志向を踏まえた学校選択に資するよう、これらの適切な説

明等に努めるとともに、両校の特色や強みを生かして学生確保の面でも相乗的に効果が発

揮されるよう取組に尽力していく。 

 

 (ⅴ) 入学定員の設定 

    以上のことを踏まえるとともに、本学の臨床工学技士養成に係る実習室の状況や設備・

器具等の整備数などを含めて総合的に勘案し、医療科学部（臨床工学科）の入学定員は、

80 人に設定したところであり、この定員数を満たす学生の確保は十分に可能であると考

えられる。 

 

（２）定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

  ① 各種データ 

    ア）で言及したデータ等の資料はそれぞれ次のとおりであり、別紙に添付する。 

    別紙１：１８歳人口予測（全国、近畿各県） 

    別紙２：大学進学者の地元残留率等（大阪府） 

    別紙３：大学進学時の都道府県別流入・流出者数 

     別紙４：大学の学校数、志願倍率、入学定員充足率の推移（全国、大阪） 

     別紙５：臨床工学技士を養成する大学の志願状況（一般入試のみ） 
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  ② 高校生に対する「進学需要に関するアンケート調査」の概要 

    学校法人大阪滋慶学園では、設定した定員数を満たす学生確保の見通しを明らかにする

ため、滋慶医療科学大学 医療科学部 臨床工学科（以下「当学科」という。）の設置計画

に関し、第三者機関（株式会社日本ドリコム）に委託して、「滋慶医療科学大学 医療科

学部 臨床工学科（仮称）受容性調査」を、2019（令和元）年 11 月から 2020（令和２）

年 1 月にかけて実施した。なお、同調査では人材需要に関するアンケート調査も同時に実

施している。 

    調査結果の概要、調査の概要は次表及び次々表のとおりである。調査票様式及び調査に

際し添付した設置構想資料は、それぞれ別添資料 11、別添資料 12 のとおりである。ま

た、調査結果の報告書は別添資料 13 のとおりである。 

 

    また、P３～４にかけて記述した「前年度におけるアンケート調査」の結果概要及び調

査概要は、それぞれ P９～10 の表のとおりである。 
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【調査結果の概要】 （主な項目のみ抽出）

人数（人） 割合

回答総数 8,775 100.0%

大学進学 6,012 68.5%

短期大学進学 267 3.0%

専門学校進学 1,283 14.6%

就職その他 1,213 13.8%

回答総数 7,508 100.0%

学びたい分野の学部・学科がある 3,908 52.1%

目指す資格や免許が取得できる 3,810 50.7%

自分の興味にあわせて幅広く学べる 2,245 29.9%

自分の学力に合っている 1,316 17.5%

専門分野について深く学べる 1,219 16.2%

実践力と理論が共に身につく 833 11.1%

資格試験の合格率が高い 785 10.5%

教授陣が充実している 225 3.0%

その他 91 1.2%

回答総数 7,496 100.0%

交通の便が良い 3,377 45.1%

キャンパスが充実している 2,969 39.6%

就職支援が充実し、就職率が高い 2,186 29.2%

在校生の雰囲気が自分にあっている 1,628 21.7%

学生への指導が親身で丁寧 1,583 21.1%

学費が安い 1,565 20.9%

奨学金制度が充実している 612 8.2%

歴史・伝統があり、知名度が高い 491 6.6%

その他 94 1.3%

回答総数 7,477 100.0%

受験を希望する 214 2.9%

受験を希望しない 4,860 65.0%

わからない 2,403 32.1%

回答総数 204 100.0%

進学を希望する 113 55.4%

進学先の一つとして考える 73 35.8%

進学を希望しない 10 4.9%

わからない 8 3.9%

注：「割合」の欄は、すべて各設問項目の回答総数に対する割合である。

希望進路

本学科への
受験希望

本学科への
進学希望

進学先決定の際、「教育
面」で重視する条件

（２つまで選択）

進学先決定の際、「環
境・支援面」で重視する

条件
（２つまで選択）



 

 

8 

 

 

 

  

【調査の概要】

調査目的

大阪府 50校 奈良県 5校

京都府 5校 和歌山県 4校

滋賀県 1校 その他の県 17校

兵庫県 13校

調査時期

回収状況

調査委託先

学校法人大阪滋慶学園が2021年度に学部設置を構想中の「滋慶医療科学大学　医療科学部

臨床工学科（仮称）」に関して、高校生の進路、進学先の教育内容等に関する意向や学生確保

の見込みを把握すること。

対象学科の設置予定地が大阪府であることから、大阪府内への進学者が多い近畿圏を中心

に、中四国地区を含めた高等学校に在籍する現高校２年生（2021年3月卒業予定者）を対象と

した。

①　高校への持参による依頼

　上記地域729校にアンケート用紙を持参又は郵送し実施をお願いした。結果、95校から調査

実施に協力いただいた。実施いただいた高校の県別内訳は次のとおりである。

②　会場進学ガイダンス来場者への直接依頼

　上記地域で実施された株式会社日本ドリコム主催の進学ガイダンスにおいて、相談ブースに

来場した現高校2年生に対してアンケートへの回答をお願いした。結果、211名（高校数50校）に

ご協力いただいた。

　なお、これにより回答いただいた生徒の所属高校が、①の高校と重複しないよう留意している。

総回収数　　　　　　8,793件

うち有効回答数　　 8,775件

調査の客観性を担保する観点から、本調査は第三者機関に委託して実施した。

委託先は、株式会社日本ドリコム（本社：東京都豊島区）である。

調査対象

調査内容

調査方法

調査の設問については、基礎情報に関する項目から、進学への意向、および設置予定学科へ

の入学意向を問う流れとし、設問の表現は、正確な需要を把握できるよう配慮した。設問数は全

9問とした。

　　設問1～2　回答者の基礎情報

　　設問3～6　進路希望分野、進学を希望する場合の重視点

　　設問7～9　設置予定学科に関する事項

2019年11月～2020年1月にかけて実施した。

調査方法は①を主としつつ、②を併せて行った。

①　高校内における調査実施の依頼

　アンケート実施に了承をいただいた高校に、アンケート調査用紙をお渡しし、HR等の時間等を

利用していただき、教職員から調査対象者（現高校２年生）にアンケート用紙及び添付資料を配

布、その場で回答、回収していただいた。

②　会場進学ガイダンス来場者への直接依頼

　会場進学ガイダンスの進学相談ブースに来場された現高校２年生に対して、アンケート回答を

依頼し、了承を得た生徒に対してアンケート及び添付資料を渡して、その場で回答いただき、回

収した。

いずれの場合も、調査実施に際して、新設学科に関する設置計画の内容を理解していただくた

め、リーフレットを添付した。
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【調査結果の概要】 （前年度における高校生アンケート調査分）

（主な項目のみ抽出） 人数（人） 割合

有効回答数 8,057 100.0%

男性 4,028 50.0%

女性 4,010 49.8%

大学進学 4,029 50.0%

短期大学進学 434 5.4%

専門学校進学 1,737 21.6%

就職その他 1,830 22.7%

受験を希望する 161 2.0%

受験を希望しない 4,315 53.6%

わからない 1,504 18.7%

進学を希望する 102 1.3%

進学先の一つとして考える 44 0.5%

進学を希望しない 1 0.0%

わからない 9 0.1%

注：「割合」の欄は、すべて有効回答数（8,057人）に対する割合である。

本学科への

進学希望

性別

希望進路

本学科への

受験希望
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【調査の概要】 （前年度における高校生アンケート調査結果分）

調査目的

学校法人大阪滋慶学園が2020年度に学部設置を構想中の「滋慶医療科学大学　医療

科学部　臨床工学科（仮称）」に関して、高校生の進路、進学先の教育内容等に関する
意向や学生確保の見込みを把握すること。

対象学科の設置予定地が大阪府であることから、大阪府内への進学者が多い近畿圏を

中心に、中四国地区を含めた高等学校、高等専修学校に在籍する現高校２年生（2020
年3月卒業予定者）を対象とした。

①　高校への持参による依頼

　上記地域347校にアンケート用紙を持参し実施をお願いした。結果、105校から調査実
施に協力いただいた。実施いただいた高校の県別内訳は次のとおりである。

滋賀県　　１０校　　　　　　奈良県　　 　２校

京都府　　　６校　　　　　　和歌山県　　１校

大阪府　　４１校　　　　　　その他の県　２２校

兵庫県　　２５校

②　会場進学ガイダンス来場者への直接依頼
　上記地域で実施された株式会社さんぽう主催の進学ガイダンスにおいて、相談ブース

に来場した現高校2年生に対してアンケートへの回答をお願いした。結果、１７名（高校数
４校）にご協力いただいた。

　なお、これにより回答いただいた生徒の所属高校が、①の高校と重複しないよう留意し

ている。

調査の設問については、基礎情報に関する項目から、進学への意向、および設置予定

学科への入学意向を問う流れとし、設問の表現は、正確な需要を把握できるよう配慮し
た。設問数は全10問とした。

　　設問１～3  回答者の基礎情報

　　設問４～7  進路希望分野、進学を希望する場合の重視点
　　設問8～10 設置予定学科に関する事項

調査時期 2019年1月7日～2月15日にかけて実施した。

調査方法は①を主としつつ、②を併せて行った。

①　高校への持参による依頼

　アンケート実施に了承をいただいた高校に、アンケート調査用紙をお渡しし、HR等の時
間等を利用していただき、教職員から調査対象者（現高校２年生）にアンケート用紙及び

添付資料を配布、その場で回答、回収していただいた。

②　会場進学ガイダンス来場者への直接依頼
　会場進学ガイダンスの進学相談ブースに来場された現高校２年生に対して、アンケート

回答を依頼し、了承を得た生徒に対してアンケート及び添付資料を渡して、その場で回
答いただき、回収した。

いずれの場合も、調査実施に際して、新設学科に関する設置計画の内容を理解していた

だくため、リーフレットを添付した。

回収状況

有効回答数　　8,057件
【内訳】

①高校実施分　　　　　　　　有効回答数　8,040件（高校数105校）
②ガイダンス会場実施分　　有効回答数　　 17件（高校数4校）

調査委託先
調査の客観性を担保する観点から、本調査は第三者機関に委託して実施した。

委託先は、株式会社さんぽう（本社：東京都渋谷区）である。

調査対象

調査内容

調査方法
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（３）学生納付金の設定の考え方 

   医療科学部臨床工学科の学生納付金については、教育研究の質を確保し、大学としての健

全な経営を可能にすることを基本としつつ、近隣大学の臨床工学技士養成課程に係る学部学

科における水準を踏まえ、それら近隣競合校との競争力を担保するため、その中でも低い水

準となるよう設定した（次表参照）。具体的には、入学金 20 万円、授業料等 140 万円（内

訳：授業料 120 万円、施設充実費 10 万円、教育充実費 10 万円）とした。 

 

 

 

 

２ 学生確保に向けた具体的な取組状況 

   今回の計画は、既設の「大学院大学」に新たに学部を設置するものであり、学部としての

広報活動等は初めての試みとなる。今後、設置主体である学校法人大阪滋慶学園が設置する

専門学校におけるこれまでの広報活動等の資源やノウハウ等を活用しながら、かつ大学とし

ての教育・研究の推進が学生確保にもつながっていくということを留意しながら、学生確保

のための活動に努めていく。その際、当然ながら認可を得ることができるまでは、本計画は

構想中（申請後においては「設置認可申請中」）のものであること、名称を含む計画内容は

あくまでも予定であり変更される場合があることを明瞭に示していく。 

   また、「臨床工学技士の養成」ということだけでなく、本学の教育の特色を分かりやすく

伝えるとともに、新大阪駅の眼前の立地という交通上の大きな利点を適切に活用しながら広

報活動等を進めていく。 

 

（１）推進体制 

   開学後においては、事務局として事務局長の下に入試・広報担当の職員複数名体制を整備

し、また、教学組織として教授会の下に「入試・広報委員会」を置き、事務局を中心に全学

で学生確保活動に取り組んでいく体制を構築する。 

   設置認可申請前の時点においては、専従の学部設置申請に係る事務体制の中に広報専任の

担当者を置き、専門学校を含む他部署の協力等を得ながら、高校訪問や病院・企業訪問など

の取組を徐々に行っているところである。 

 

1年次 2年次 3年次 4年次

大阪 滋慶医療科学大学（仮称） 医療科学部（仮称） 臨床工学科（仮称） 200 1,400 1,400 1,400 1,400 5,800

大阪 藍野大学 医療保健学部 臨床工学科 250 1,600 1,700 1,700 1,700 6,950

大阪 大阪電気通信大学 医療健康科学部 医療科学科 200 1,332 1,532 1,532 1,532 6,128

大阪 森ノ宮医療大学 保健医療学部 臨床工学科 250 1,550 1,640 1,640 1,640 6,720

和歌山 近畿大学 生物理工学部 医用工学科 250 1,442 1,472 1,502 1,532 6,198

兵庫 姫路獨協大学 医療保健学部 臨床工学科 300 1,500 1,520 1,520 1,520 6,360

注）１．上記表には諸会費・委託徴収金（各種保険料や自治会費、後援会費、同窓会費 等）は含まない。

　　２．「授業料等」には、授業料、教育充実費、施設維持費などが含まれる。

　　３．他大学の学費は、2020年1月時点において、各大学のホームページで確認できた金額である。

４．大阪電気通信大学は、2020年4月から学部･学科名称が変更予定である。表中の名称は、変更後のものである。

４年間計
入学金

（千円）

授業料等（千円）
府県 学科学部大学
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（２）具体的な取組内容 

① 高校訪問 

既に大阪府下をはじめ近畿 2 府 4 県の高校を中心に訪問活動を開始しており、設置構

想の概要の説明を行っている（2020 年 2 月末現在の訪問高校数 89 校、延べ 116 回）。

認可申請後、さらに設置認可後と、体制拡充を図りつつさらに高校訪問に尽力することと

し、近畿 2 府 4 県を中心に高校訪問を精力的に行う。その際、特に重点的に訪問活動等を

行う高校を選定するなどメリハリのある活動を進めていく。また、本法人組織においては

大阪府立学校での校長経験者を顧問として配置しており、大阪府内の高校との円滑な連絡

等ができる体制を構築している。 

近畿圏外など訪問が難しい高校には、構想中の大学案内パンフレットを郵送して PR 活

動を行う。 

開学後においては、教員を含めた全学体制での高校訪問活動を行うこととし、年間延べ

600 回を目途として訪問活動を行う計画である。 

 

② オープンキャンパス等 

2020（令和２）年７月からオープンキャンパス開催を予定しており、同年の夏季休暇

中に精力的に行うとともに、認可後においては、オープンキャンパスに加え、高校生とそ

の保護者のみならず、高校教員を対象とした本学独自の入試説明会を含めてさらに実施し

ていく。 

 

③ 学外進学相談会 

今後、認可申請後において、進学媒体業者が主催する進学相談会について、近畿 2 府 4

県で開催されるものを中心に参画する。加えて、資料請求者や高校からの問い合わせが多

いエリアにも積極的に参画し、受験予定者の確保に努める。 

 

④ ホームページ 

2019（令和元）年のうちから本件設置構想の内容を紹介するホームページを開設し情

報発信を行っている。認可申請を行った後は、申請内容を踏まえたより詳しい情報を提供

する予定にしている。その他、今後は、進学媒体業者の Web サイトへの参画や、SNS、

メールマガジン等を活用し、情報発信を図っていく。 

 

⑤ パンフレット等の作成・配布 

既に「設置構想中」と明記したリーフレットを作成し、高校生へのアンケート実施の際

や、資料請求者への配布、高校訪問での利用に供している。認可申請後には「認可申請

中」と明記した大学案内リーフレットを新たに作成する予定であり、高校訪問、進学相談

会、資料請求者への送付等に利用する。設置認可を得られた場合は、速やかに詳しい内容

の大学案内パンフレット及び募集要項を作成する。 
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⑥ 進学情報関係媒体 

進学媒体業者の進学情報誌や関連する進学サイトに出稿し、受験生確保に向けた PR 活

動を実施する。認可申請後は、認可申請中であることを明記して各社進学情報誌に掲載す

る予定にしている。なお、進学情報誌の掲載エリアについては、近畿及び西日本エリアと

しているが、インターネット媒体の併用や LINE 動画を活用したチャットボットなどのコ

ミュニケーションツールを活用することで、これら以外の地域にもリレーション活動を展

開していく。 

 

⑦ 専門学校との連携 

本法人の既設専門学校が開催するオープンキャンパスや高校訪問活動において大学の紹

介やリーフレット配布を行い、ホームページに大学ホームページのリンクバナーを設置す

るなど情報発信の協力・連携体制を構築して広報活動に当たっていく。 

 

（３）取組の効果 

   以上の取組により、まず本学部・学科の知名度等の向上を図り、資料請求などに繋げる。 

   現時点では広報活動がまだ多くはない状況ではあるが、その中でも開設時に入学する最初

の受験対象層である現高校２年生からは既に 616 件の資料請求（2020 年 2 月末現在）が来

ているところである。 

   今後は、認可申請後、認可後と、段階を経て広報活動を拡充していくことにより、資料請

求数やイベント参加数の増大、ひいては目標とする志願者数・入学者数の確保が達成できる

と考えており、そのために既述の諸般の取組を着実に精力的に取り組んでいく。 
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第２ 人材需要の動向等社会の要請 

１ 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

   臨床工学技士については、量的な確保のための人材養成がまず求められているが、その能

力については、専門的な能力はもとより、課題解決力や生涯学習力、さらに様々な変化に対

応していく変化対応力の養成が重要になってきている。 

   こうした状況を踏まえ、本学（医療科学部臨床工学科）が養成を目指す人材像は、次のと

おりである。 

1) 社会に貢献する意欲を有するとともに、いのちの尊厳の理解を基盤とした豊かな人間

性、倫理感、責任感を備えている人材 

2) 基礎的能力の土台の上に医療専門職として必要な知識･技能を身に付け、主体性・自

律性を持ちつつ保健医療福祉チームの一員として適切な連携・協働の下で専門能力を発

揮することができる人材 

3) 幅広い教養や専門分野に止まらない知的探究心を有し、継続的に新しい知識と技能を

修得するための学びの意欲を醸成しているとともに、直面する様々な変化への対応力を

備える人材 

 

 本学では、このような人材養成を教育上の目的とし、その際、医工連携を含め臨床工学技

士が活躍するフィールドが増大していくことを踏まえ、企業実習を含む医工連携分野、デー

タサイエンス分野などの教育に積極的に取り組んでいくこととしている。 

 

２ 上記１が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

（１）社会的背景 

医学の発展に伴い、生命維持管理装置（血液浄化装置、人工心肺装置、人工呼吸器など）

を含む医療機器は急速な進歩を遂げ、その技術はますます複雑・高度になってきている。 

これらの医療機器に係る技術は臨床医学・工学双方の専門的な知識等に基づく技術を必要

とするもので、臨床工学技士はこれらの生命維持管理装置やその周辺の医療機器に関する操

作・運用や安全管理などの役割を担うエキスパートである。 

臨床工学技士は、1988（昭和63）年の臨床工学技士法施行以来、医療機器の発展などに

伴い、役割の拡大などが図られてきており、2005（平成17） 年の「高度先進医療における

施設基準」、2007 （平成19）年の改正医療法施行、同年の厚生労働省通知「医師及び医療

関係職と事務職員等との間等での役割分担の推進について」、2010（平成22）年の「臨床

工学技士基本業務指針2010」（公益社団法人日本臨床工学技士会）、2011（平成23）年の

チーム医療推進会議「チーム医療推進のための基本的考え方と実践的事例集（平成23 年５

月付医療推進方策検討ワーキンググループ）」などにおいて、臨床工学技士の業務の拡充

や、役割・位置付けの増大などが措置・言及されてきている。診療報酬上も、2008（平成

20）年に常勤の臨床工学技士配置に対する評価としての加算が新設されて以来、各改訂にお

いて臨床工学技士の位置付けが増大してきている。 

また、かつては最新の医療機器の適正かつ安全な使用のために医療機器事業者が医療現場
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に立ち入って情報提供を行う、いわゆる「立会い」が行われていたが、公正な取引の確保及

び適正な医療の提供の観点から問題となる事例がみられたことから、「医療機関等における

医療機器の立会いに関する基準」が制定され、2008（平成20）年から医療機器事業者によ

る情報提供が制限されることとなった。このことは、臨床工学技士の不足状況やその役割の

重要性を示すものであった。 

   以上のように、医療分野の発展・進歩に伴い、臨床現場における臨床工学技士の役割は拡

大してきている。 

   また、少子高齢化の進展や総人口の減少、あるいは「第４次産業革命」への対応など社

会・経済全般にわたる今後の大きな情勢変化の中で、医療分野でも様々な情勢変化、制度改

正などが続々と生じており、今後も変化を重ねていくことが予想される。こうした様々な変

化は、在宅医療、地域包括ケアの推進が求められるようになり、あるいは医療機器分野の発

展や様々な変化などをもたらすことにつながるものであり、臨床工学技士としても、様々な

変化に対応していくことが求められる。 

 

   医療機器産業に関しては、我が国の市場規模が継続的に増大しており、世界的にはさらに

高い市場規模の伸びが見込まれる中で、大幅な輸入超過が継続している状況にある。 

医療機器産業界が抱える課題としては、「治療系医療機器の開発力」「診断系医療機器に

おける競争の激化」「技術新興国で生産された医療機器との競争」「技術革新と新しいビジ

ネスモデルへの対応」などが指摘されており、今後の対策として、医工連携や医療機器創出

のための人材育成なども言及されている。2015（平成27）年４月のAMED（国立研究開発

法人 日本医療研究開発機構）の創設、旧薬事法の改正によるディバイススラグの解消な

ど、新しい医療機器の創出が国策として進められ、医工連携や産学連携が多くの地域や機関

で進められている。こうした医工連携等においては医学と理工学の双方の知識・技術を有す

る臨床工学技士の役割が重要とされているところである。 

 

（２）臨床工学技士に係る社会的ニーズ等の動向 

 ① 臨床工学技士に関する数的動向等 

   本学部は臨床工学技士の養成を主な目的とするが、厚生労働省の病院報告によれば、病院

（一般病院）で勤務する臨床工学技士の総数は経年的に増加してきているところである。ま

た、100 床当たりの従事者数も同様である。 

   しかしながら、100 床当たりの従事者数について言えば、創設時期が新しい資格とはい

え、他のコメディカルの職種に比べて必ずしも多いとは言えない。（別紙６） 

 

表　病院（一般病院）で従事する臨床工学技士数の推移（厚生労働省「医療施設調査・病院報告」）

2002年 2008年 2014年 2016年

総数 7,440人 11,925人 17,915人 20,370人

100床当たり 0.5人 0.9人 1.4人 1.6人

表　100床当たりの職種ごと病院従事者数（2016年）（厚生労働省「医療施設調査・病院報告」）

臨床工学技士 理学療法士 言語聴覚士 診療放射線技師 臨床検査技師

1.6人 5.6人 1.2人 3.3人 4.1人
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   本学部が立地を計画する大阪府についてみると、病院に従事する臨床工学技士の総数及び

100 床当たり人数はともに増加してきているが、100 床当たりの従事者数は全国に比べて若

干少ない人数となっている（別紙７）。これは近畿地区の他県に比べても少ないほうである

（京都 2.1 人、滋賀 1.9 人、兵庫・奈良 1.6 人、和歌山 1.1 人）。 

   これらのことから、臨床工学技士は増加傾向にある一方で、大阪府については他府県に比

してまだまだ増加の余地は大きいと考えられる。 

 

 

  ② 臨床工学技士の業務や役割の増大 

    臨床工学技士は、生命維持管理装置の操作、保守管理を中心とした医療機器の取扱いが

主業務である。医療機器の増大やその高度化等を背景として、臨床工学技士の業務や役割

が増大しているということができる。 

    みずほ銀行「みずほ産業調査－日本産業の中期見通し」（2018年）によれば、医療機

器の国内需要の見通しは、2018年から2023年にかけて年率2.5％増の予想となっている

（表①）。医療機器のうち特に臨床工学技士が関わる部分が大きい治療機器については、

2018年から2023年にかけて年率4.3％増というかなり高い増加予想となっている（表

②）。こうした医療機器の市場規模がそのまま臨床工学技士数の動向に直結するものでは

ないであろうが、医療の現場における臨床工学技士のニーズを推測する一つの指標となり

うると考えられる。 

     

  表① 医療機器の需給動向と見通し 

 

出典：みずほ銀行産業調査部「みずほ産業調査－日本産業の中期見通し」（2018年） 

表　病院（一般病院）で従事する臨床工学技士数の推移（大阪府）（厚生労働省「医療施設調査・病院報告」）

2002年 2008年 2014年 2016年

総数 464人 766人 1,203人 1,403人

100床当たり 0.5人 0.8人 1.3人 1.5人

表　100床当たりの職種ごと病院従事者数（大阪府・2016年）（厚生労働省「医療施設調査・病院報告」）

臨床工学技士 理学療法士 言語聴覚士 診療放射線技師 臨床検査技師

1.5人 6.0人 1.1人 3.6人 4.1人
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  表② 医療機器の国内需要の内訳 

 

出典：みずほ銀行産業調査部「みずほ産業調査－日本産業の中期見通し」（2018年） 

   また、次のような調査結果からも、臨床工学技士の量的な拡大が求められている状況がう

かがえる。 

 「平成24年度日本外科学会会員の労働環境に関するアンケート調査」（日本外科学会）で

は、外科医として希望する待遇改善措置として、「給与上昇」（60.6％）に続き「メディカ

ルスタッフ（看護師、臨床工学技士等）の充実と医師雑務の軽減」（52.4％）が挙げられて

いる。（別紙８） 

「看護業務の役割分担に関する実態調査」（2015年、日本病院会）では、看護師が担っ

ている役割に関して、内視鏡室における役割については、「現状」は看護師が担っている割

合が高いが、「今後」は臨床工学技士にその役割を移譲したいとする割合が高くなってい

る。手術室における役割分担にも同様の傾向がみられる。また、透析室における役割や、病

棟における役割のうち「診療機器・器具の点検・管理」については、「現状」も臨床工学技

士が役割を担う割合が比較的に高いが、「今後」はさらに高くなっている。（別紙９） 

 

   また、2024 年４月からの医師に対する時間外労働の上限規制の適用に向けて、医師の働

き方改革が進められており、その中で徹底的な取組の必要があるとされた項目の一つに、医

療従事者の合意形成のもとでの業務の移管や共同化（タスク・シフティング、タスク・シェ

アリング）が掲げられ、これらの取組の推進が急務とされている。これについては、厚生労

働省の検討会において現在も検討が進められているが、その中で臨床工学技士へのタスク・

シフトについても大きく重要視されているところである。例えば、四病院団体協議会が厚生

労働省医政局長へ提出した要望書（「医師のタスク・シフティング／シェアリングについ

て」別紙 10）では、具体的なタスク・シフト等を要望する業務として、特に７職種（薬剤

師、看護師、診療放射線技師、臨床検査技師、臨床工学技士、医師事務作業補助者、救急救

命士）を対象として列挙している。臨床工学技士に関しては、次のとおり手術や処置におけ

る具体的な業務が挙げられている。 

   ・全身麻酔装置に伴う麻酔作動薬や循環作動薬等の、輸液ポンプを用いた静脈ライン確保

と静脈ラインからの薬剤投与、硬性鏡の保持および術野確保のための操作 
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・内視鏡（軟性鏡）検査・治療時、心臓・血管カテーテル検査・治療時の医療機器操作の

補助 

・血液浄化施行時、動脈表在化を含むバスキュラーアクセスへの穿刺、カニューレ留置お

よび不要カニューレの抜去、等 

   このタスク・シフトの動きはまだ検討段階ではあるが、このような点からも将来的な臨床

工学技士の業務・役割の増大が想定されるところである。 

 

   以上のような動向等を踏まえれば、今後に向けた長期的な観点からみて、臨床工学技士に

対する社会的ニーズは増大していくものと考えられる。 

臨床工学技士のニーズ増大は学生確保にとってもプラスの要因になるものであり、かつ、

ニーズの増大に伴い臨床工学技士の知名度が高まれば、より一層学生確保に資するものと考

えられる。 

 

（３）人材需要に関するアンケート調査 

   臨床工学技士の人材需要に関する客観的なデータを確保するため、本学部を卒業した場合

の主な進路と考えられる病院及び医療機器関連企業等に対して、「受容性調査（人材需要に

関するアンケート調査）」を実施した。主な結果は次のとおりである。 

   アンケート依頼数 615 件（病院 465 件、医療機器関連企業等 150 件）に対し、147 件

（医療施設 119 件、医療機器関連企業 25 件、その他 3 件）の回答があった。 

 

   個別の設問の回答をみると、まず「過去 3 ヵ年の平均的な臨床工学技士の採用数」を尋ね

る設問では、1 名が 39 件、2 名が 40 件、3 名が 8 件、4 名が 10 件、5 名以上が 10 件、採

用なしが 40 件との回答であった。回答のあった施設・企業の大半が毎年コンスタントに臨

床工学技士を採用していることが伺える。 

また、「本学で学んだ卒業生の採用についてどう考えるか」との主旨の設問に対し回答が

あったのは 139 件、そのうちの 89.9％を占める 125 件が「採用したいと思う」との回答で

あった。 

   採用意向を示した施設・企業に対する「毎年何名程度の採用を想定されますか」との設問

に対し回答があったのは 123 件、このうち「1 名」との回答数が 22 件、「2 名」が 10 件、

「3 名以上」が 2 件、「1 名以上だが人数は未定」が 10 件、「わからない」が 79 件であっ

た。「3 名以上」との回答を 3 名、「1 名以上だが人数は未定」を 1 名とし、「わからな

い」を算入しないことと仮定した場合、これらの採用予定人数を積算合計すると 58 名であ

り、入学定員の 80 名には到達していないものの、回答していただいた施設・企業の数が多

くはないことや、実際の卒業時期がかなり先であるため「わからない」との回答が多いもの

の、実際には過去３ヵ年において臨床工学技士がコンスタントに採用されていることなどを

併せて勘案すれば、卒業生の進路先は十分に確保できるものと考えられる。 

   これらの結果からみて、本学養成人材に対する人材ニーズは十分にあり、卒業生の採用は

継続して定員 80 名以上の数字が見込まれると考えうる。 
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   調査結果の概要及び調査の概要は次表及び次々表のとおりである。調査票様式及び調査に

際し添付した設置構想資料は、それぞれ別添資料 14、別添資料 15 のとおりである。また、

調査結果の報告書（高校生に対する「進学需要に関するアンケート調査」と同じ調査に含ま

れる。）は別添資料 16 のとおりである。 

 

 

 

【調査結果の概要】 （主な項目のみ抽出）

回答数（件） 割合

回答総数 147 100.0%

採用なし 40 27.2%

1名 39 26.5%

2名 40 27.2%

3名 8 5.4%

4名 10 6.8%

5名以上 10 6.8%

回答総数 139 100.0%

採用したいと思う 125 89.9%

採用したいと思わない 14 10.1%

回答総数 123 100.0%

1名 22 13.3%

2名 10 6.1%

3名以上 2 1.2%

1名以上だが人数は未定 10 6.1%

わからない 79 47.9%

注：「割合」の欄は、各設問項目の回答総数に対する割合である。

過去３ヵ年の臨床工学
技士の平均採用数

卒業生の採用意向

卒業生の採用人数想
定
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（４）就職先確保に向けた取組 

   本学部の就職先確保に関する直接の根拠データとなるわけではないが、既設専門学校の卒

業生の就職動向をみると、過去10年間平均で1年当たり、117人（昼間部３年制、夜間３年

制、専攻科１年制の合計）の就職希望者数に対して443件の求人数があった（令和２年３月

卒では、就職希望者数97名、求人数450件）。学部と専門学校での人材養成の違いや教育の

違い、進路先が卒業生に求める人材ニーズの違いなどを十分に踏まえつつ、両校が連携して

効果的な就職先確保に向けた取組を推進していくことが重要であると考えている。 

   また、医療施設等との関係を見ると、例えば、本学部の臨床実習病院として予定している

49施設は大半が名だたる地域の基幹的と言える大病院であるが、このうち、25施設では既

設専門学校の卒業生が実習指導者として指導に当たる予定となっている。このことからも分

かるように、臨床工学技士制度の創設以来、既設専門学校がこれまで取り組んできた人材養

成に依拠した「多くの卒業生が基幹的な大病院を含む様々な医療施設等で活躍しているとい

う実績」は本法人の非常に大きな財産であり、本学部卒業生の就職先確保の面でも大きなメ

リットであると考えている。 

   臨床工学技士の今後の人材ニーズは、２－（１）や（２）で上述したこと等を背景とし

て、拡大していくことが見込まれる。人材需要に関すアンケート調査でも、採用人数は不明

【調査の概要】

調査目的
学校法人大阪滋慶学園が2021年度に学部設置を構想中の「滋慶医療科学大学　医療
科学部　臨床工学科（仮称）」に関して、主な進路となる医療施設・医療機器関連企業に
おける臨床工学技士のニーズや採用に関する意向を把握すること。

対象学科の設置予定地が大阪府であることから、大阪府をはじめとする近畿圏及びその
近隣県を中心に、計615か所の医療施設及び医療機器関連企業を対象とした。（うち医
療施設465か所、医療機器関連企業150か所）

なお、特に医療機器関連企業については、本社が東京などにある場合も多いため、送付
先は必ずしも近畿圏やその近隣というわけではない。

調査の設問については、基礎情報に関する項目から、人材需要全般に関する項目、お
よび設置予定学科に関する事項を問う流れとし、設問の表現は、正確な人材需要を把握
できるよう配慮した。設問数は全9問とした。

問１～３　　施設等の基礎情報
問４～６　　臨床工学技士の人材需要全般に関する質問
問７～９　　設置予定学科に関する質問等

調査時期 2019年11月～2020年1月にかけて実施した。

調査方法

　調査対象先の人事・採用担当者あてに、依頼状・アンケート調査用紙を送付した。ご協
力いただける場合、回答済みのアンケート調査用紙をFAXでご返送いただいた。
　
　なお、調査実施に際して、新設学科に関する設置計画の内容を理解していただくた
め、設置計画の概要を記載した書類を添付した。

回収状況
有効回答数　　147件　（回収率23.9%）
　　　　　　　　　　　　　　（うち医療施設119件、医療機器関連企業25件、その他3件）
依頼施設数　　615施設　（うち医療施設465件、医療機器関連企業150件）

調査委託先
調査の客観性を担保する観点から、本調査は第三者機関に委託して実施した。
委託先は、株式会社日本ドリコム（本社：東京都豊島区）である。

調査対象

調査内容
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とする施設が大半ではあったものの、「本学で学んだ卒業生の採用についてどう考えるか」

との主旨の設問に対し89.9％が「採用したいと思う」との回答であり、極めて高い関心が寄

せられていることが伺える。 

 

本学としては、就職先確保のために、学生が社会的・職業的自立を図るために必要な能力

を身に付けるために、教育課程内での対応はもとより、資格取得・就活対策等のための課外

講座、就職フェア等の行事開催など教育課程外の取組にも尽力していくこと、こうした取組

を学生・就職委員会を中心とする教学組織及び事務局が連携し全学一体となって進めていく

ことなど、まず基本的な人材養成の対応を適切に講じていく。 

さらに、既設専門学校の「多くの卒業生が基幹的な大病院を含む様々な医療施設等で活躍

しているという実績」を本学部としても有効に活用し、臨床実習をはじめ医療施設、さらに

は医療機器関連企業との連携を従来以上に密接に構築していくことなどにより、確実に学生

の就職先を確保していく。 

 

 

以 上 
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１８歳人口予測（近畿各県、全国）

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年

人数 199,747 197,547 195,001 189,786 185,555 181,453 175,469 179,758 179,609 178,376 174,494 174,161 171,661

割合 100.0 98.9 97.6 95.0 92.9 90.8 87.8 90.0 89.9 89.3 87.4 87.2 85.9

人数 14,411 14,350 14,535 14,299 14,013 13,769 13,322 13,878 13,797 13,875 13,669 13,664 13,486

割合 100.0 99.6 100.9 99.2 97.2 95.5 92.4 96.3 95.7 96.3 94.9 94.8 93.6

人数 24,120 24,095 23,646 23,146 22,654 22,292 22,222 22,002 21,802 21,601 21,144 21,083 20,714

割合 100.0 99.9 98.0 96.0 93.9 92.4 92.1 91.2 90.4 89.6 87.7 87.4 85.9

人数 83,780 83,004 81,797 79,457 77,445 75,810 72,723 74,656 74,713 74,111 72,708 72,562 71,415

割合 100.0 99.1 97.6 94.8 92.4 90.5 86.8 89.1 89.2 88.5 86.8 86.6 85.2

人数 53,848 53,233 52,305 51,267 49,982 49,030 47,243 49,243 49,327 49,254 47,898 48,166 47,397

割合 100.0 98.9 97.1 95.2 92.8 91.1 87.7 91.4 91.6 91.5 89.0 89.4 88.0

人数 13,893 13,375 13,435 12,808 12,855 12,417 12,017 12,053 12,026 11,582 11,450 11,191 11,067

割合 100.0 96.3 96.7 92.2 92.5 89.4 86.5 86.8 86.6 83.4 82.4 80.6 79.7

人数 9,695 9,490 9,283 8,809 8,606 8,135 7,942 7,926 7,944 7,953 7,625 7,495 7,582

割合 100.0 97.9 95.8 90.9 88.8 83.9 81.9 81.8 81.9 82.0 78.6 77.3 78.2

人数 1,179,808 1,174,801 1,167,348 1,136,822 1,120,783 1,096,654 1,061,763 1,091,093 1,092,747 1,084,391 1,068,454 1,066,320 1,048,163

割合 100.0 99.6 98.9 96.4 95.0 93.0 90.0 92.5 92.6 91.9 90.6 90.4 88.8

　①　18歳人口概算は、文部科学省学校基本調査より、以下のとおり定義して算出した。

　　 　　※全体：平成30年度（2018年）速報値、男女：平成29年度（2017年）確報値

　　・　18歳人口＝3年前の中学校卒業者および中等教育学校前期課程修了者数

　　・　中学校卒業者数＝高校生＋フリーター＋就職者　すべて含む

　②　表内の「年度」に属する18歳とは、その年の3月に卒業を迎える高校3年生を指す。

　③　表内の「割合」とは、グラフ開始年度の値を100とおいた際の増減を示す。

出典先：リクルート進学総研 マーケットリポート2020年1月号「18歳人口予測　大学・短期大学・専門学校進学率　地元残留率の動向　近畿版」より
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別紙２ 大学進学者の地元残留率等（大阪府）

【大阪府】

年度 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

67,689 67,072 67,901 69,770 68,709 72,621 71,537 73,971 74,542 75,967 75,146

大学 33,169 33,812 34,918 35,936 35,406 37,004 37,040 39,169 40,561 40,882 40,461

短期大学 5,439 5,238 5,187 5,040 5,040 4,799 4,640 4,657 4,385 4,368 4,139

専門学校 8,862 8,385 8,964 9,925 10,294 10,852 10,770 11,155 10,953 11,413 10,978

大学 49.0 50.4 51.4 51.5 51.5 51.0 51.8 53.0 54.4 53.8 53.8

短期大学 8.0 7.8 7.6 7.2 7.3 6.6 6.5 6.3 5.9 5.7 5.5

専門学校 13.1 12.5 13.2 14.2 15.0 14.9 15.1 15.1 14.7 15.0 14.6

大学 54.3 54.2 55.1 54.6 54.6 55.2 54.8 55.5 56.3 57.1 56.4

短期大学 75.1 74.0 73.3 75.9 75.3 76.1 75.1 74.9 74.6 76.1 74.7

資料： 文部科学省「学校基本調査」により作成

注： ①卒業者数＝高等学校全日制・定時制の卒業者数+中等教育学校後期課程の修了者数

②進学者数＝卒業者数（①）のうち、大学・短期大学・専門学校に進学した数

③進学率＝進学者数（②）÷卒業者数（①）×100

④残留率＝各都道府県の高等学校（全日制・定時制）と中等教育学校後期課程修了者が地元の大学・短期大学に入学した割合

⑤専門学校＝専修学校専門課程

【（参考）全国の進学率、残留率】

年度 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

進学率 （大学） 46.0 47.3 47.9 47.7 47.7 47.4 48.1 48.9 49.3 49.6 49.7 -

残留率 （大学） 42.4 42.8 43.4 43.2 43.2 43.4 43.2 43.6 43.7 44.1 44.2 44.4

卒業者数

進学者数

進学率

残留率

1



大学進学時の都道府県別流入・流出者数の差（2018年）

資料： 文部科学省「学校基本調査」により作成
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別紙４ 大学の学校数、志願倍率、入学定員充足率の推移（大阪、全国）

大阪
年 度 27 28 29 30 31

学 校 数 50 50 50 50 50

志望倍率 9.83 9.97 10.60 11.49 12.86

充 足 率 107.68 106.47 107.10 104.51 103.61

全国
年 度 27 28 29 30 31

学 校 数 579 577 581 582 587

志望倍率 7.58 7.76 8.13 8.57 9.09

充 足 率 105.04 104.43 104.61 102.64 102.67

出典：日本私立学校振興・共済事業団　私学経営情報センター

「平成31年度　私立大学・短期大学等入学志願動向」から抜粋し作成
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No. 都道府県 大学名 学部名 学科名 専攻等名 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 志願倍率 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 志願倍率

1 北海道 北海道科学大学 保健医療 臨床工 24 691 658 181 28.8 24 582 560 190 24.3

2 北海道 北海道情報大学 医療情報 医療情報 臨床工学専攻 2017年度専攻設置

3 宮城 東北文化学園大学 科学技術 臨床工 20 83 80 47 4.2 2016年度設置

4 茨城 つくば国際大学 医療保健 医療技術 26 31 31 19 1.2 2016年度設置

5 群馬 群馬パース大学 保健科 臨床工 2017年度設置

6 埼玉 埼玉医科大学 保健医療 臨床工 23 63 59 37 2.7 23 63 63 40 2.7

7 埼玉 日本医療科学大学 保健医療 臨床工 19 209 206 71 11.0 19 236 236 35 12.4

8 東京 東京工科大学 医療保健 臨床工 57 499 486 197 8.8 57 552 533 208 9.7

9 東京 帝京平成大学 健康メディカル 医療科学 臨床工学コース 44 436 415 181 9.9 44 316 293 126 7.2

10 東京 帝京科学大学 生命環境 生命科 臨床工学コース 10 334 321 27 33.4 12 233 220 25 19.4

11 東京 杏林大学 保健 臨床工 35 439 416 102 12.5 36 481 474 142 13.4

12 神奈川 桐蔭横浜大学 医用工 臨床工 30 237 210 114 7.9 30 161 146 121 5.4

13 神奈川 北里大学 医療衛生 医療工 臨床工学専攻 33 271 260 55 8.2 33 250 239 55 7.6

14 神奈川 神奈川工科大学 工 臨床工 25 225 218 83 9.0 25 134 130 50 5.4

15 神奈川 東海大学 工 医用生体工 37 466 449 140 12.6 40 297 273 122 7.4

16 新潟 新潟医療福祉大学 医療技術 臨床技術 50 446 439 146 8.9 50 418 403 164 8.4

17 石川 北陸大学 医療保健 医療技術 2017年度設置

18 石川 公立小松大学 保健医療 臨床工 2018年度設置

19 愛知 藤田医科大学 医療科学 臨床工 32 270 269 113 8.4 43 391 390 211 9.1 2019年データなし

20 愛知 中部大学 生命健康科学 臨床工 27 433 430 76 16.0 27 301 300 87 11.1

21 三重 鈴鹿医療科学大学 医用工 臨床工 21 325 321 68 15.5 22 233 230 93 10.6

22 大阪 藍野大学 医療保健 臨床工 20 107 100 65 5.4 21 83 81 57 4.0

23 大阪 大阪電気通信大学 医療福祉工 医療福祉工 30 84 80 31 2.8 30 90 89 32 3.0

24 大阪 森ノ宮医療大学 保健医療 臨床工 2018年度設置

25 和歌山 近畿大学 生物理工 医用工 34 554 369 158 16.3 34 455 284 154 13.4

26 兵庫 姫路獨協大学 医療保健 臨床工 25 95 78 67 3.8 25 48 43 43 1.9

理 応用物理学科 臨床工学専攻 16 21 10 19 1.3 16 64 35 52 4.0

工 生命医療工 臨床工学コース 31 129 69 101 4.2 31 117 70 88 3.8

29 岡山 川崎医療福祉大学 医療技術 臨床工 35 192 190 105 5.5 35 202 125 85 5.8

30 広島 広島国際大学 保健医療 医療技術 臨床工学専攻 33 316 270 118 9.6 33 301 263 99 9.1

31 広島 広島工業大学 生命 生体医工 27 209 205 139 7.7 27 222 210 141 8.2

32 福岡 純真学園大学 保健医療 医療工 28 65 59 60 2.3 28 43 40 70 1.5

33 福岡 帝京大学 福岡医療技術 医療技術 臨床工学コース 20 69 67 35 3.5 24 71 67 46 3.0

34 長崎 長崎総合科学大学 工 工 医療工学コース 14 66 66 46 4.7 14 75 75 65 5.4

35 熊本 東海大学 基盤工 医療福祉工 29 130 125 67 4.5 29 94 85 63 3.2

36 熊本 九州保健福祉大学 保健科学 臨床工 30 64 62 44 2.1 30 42 41 26 1.4

839 7445 6907 2646 8.9 908 6669 6109 2756 7.3

28.9 256.7 238.2 91.2 8.9 29.3 215.1 197.1 88.9 7.3

109 840 627 321 7.7 110 676 497 286 6.1

27.3 210.0 156.8 80.3 7.7 27.5 169.0 124.3 71.5 6.1

注： １）一般入試のみのデータであり、推薦入試等の数値は含まない。

２）「都道府県」は該当学科等のキャンパスの所在地による。

３）志願倍率＝志願者数／募集人員

出典： 進学業者による調査データに基づき本学が表を作成。募集人員の一部は進学業者の推測値。

別紙５－① 臨床工学技士を養成する大学の志願状況（一般入試のみ）

2015年度 2016年度

近畿５大学
（No.22～N0.26）

合計

平均

備考

27 岡山 岡山理科大学

全体
合計

平均

1



No. 都道府県 大学名 学部名 学科名 専攻等名 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 志願倍率 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 志願倍率 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 志願倍率

1 北海道 北海道科学大学 保健医療 臨床工 24 474 465 255 19.8 33 465 451 334 14.1 33 675 659 299 20.5

2 北海道 北海道情報大学 医療情報 医療情報 臨床工学専攻 22 46 45 45 2.1 22 31 29 29 1.4 22 31 31 30 1.4

3 宮城 東北文化学園大学 科学技術 臨床工 20 76 75 48 3.8 20 85 81 64 4.3 20 88 88 44 4.4

4 茨城 つくば国際大学 医療保健 医療技術 20 38 37 23 1.9 20 61 58 37 3.1 20 64 64 30 3.2

5 群馬 群馬パース大学 保健科 臨床工 25 0 264 109 0.0 25 0 194 60 0.0 25 0 237 68 0.0

6 埼玉 埼玉医科大学 保健医療 臨床工 23 45 45 31 2.0 23 44 44 28 1.9 23 55 50 28 2.4

7 埼玉 日本医療科学大学 保健医療 臨床工 16 192 192 101 12.0 16 213 210 33 13.3 16 228 225 54 14.3

8 東京 東京工科大学 医療保健 臨床工 47 651 635 211 13.9 47 909 847 200 19.3 47 674 590 220 14.3

9 東京 帝京平成大学 健康メディカル 医療科学 臨床工学コース 44 371 358 71 8.4 44 278 259 70 6.3 44 234 221 105 5.3

10 東京 帝京科学大学 生命環境 生命科 臨床工学コース 10 230 225 37 23.0 10 212 204 45 21.2 10 322 309 22 32.2

11 東京 杏林大学 保健 臨床工 48 559 543 160 11.6 48 478 462 167 10.0 43 451 430 101 10.5

12 神奈川 桐蔭横浜大学 医用工 臨床工 30 158 144 128 5.3 30 164 145 131 5.5 30 207 185 108 6.9

13 神奈川 北里大学 医療衛生 医療工 臨床工学専攻 38 179 174 50 4.7 38 217 201 65 5.7 38 191 173 57 5.0

14 神奈川 神奈川工科大学 工 臨床工 25 174 161 37 7.0 25 216 211 92 8.6 25 269 261 110 10.8

15 神奈川 東海大学 工 医用生体工 40 362 350 120 9.1 40 308 288 102 7.7 40 321 311 131 8.0

16 新潟 新潟医療福祉大学 医療技術 臨床技術 50 511 391 145 10.2 59 470 364 112 8.0 59 484 374 111 8.2

17 石川 北陸大学 医療保健 医療技術 47 370 368 123 7.9 47 205 199 154 4.4 47 301 296 178 6.4

18 石川 公立小松大学 保健医療 臨床工 22 215 138 43 9.8 22 195 110 37 8.9

19 愛知 藤田医科大学 医療科学 臨床工 43 327 325 141 7.6 42 353 351 141 8.4

20 愛知 中部大学 生命健康科学 臨床工 26 271 266 87 10.4 26 414 408 66 15.9 26 376 365 65 14.5

21 三重 鈴鹿医療科学大学 医用工 臨床工 22 260 259 110 11.8 22 238 237 98 10.8 22 254 253 75 11.5

22 大阪 藍野大学 医療保健 臨床工 25 68 64 52 2.7 25 72 68 57 2.9 25 125 124 75 5.0

23 大阪 大阪電気通信大学 医療福祉工 医療福祉工 30 76 74 55 2.5 30 110 105 69 3.7 29 181 181 35 6.2

24 大阪 森ノ宮医療大学 保健医療 臨床工 28 61 60 23 2.2 28 52 50 22 1.9

25 和歌山 近畿大学 生物理工 医用工 37 736 562 156 19.9 38 563 412 141 14.8 38 488 310 160 12.8

26 兵庫 姫路獨協大学 医療保健 臨床工 25 44 43 38 1.8 25 44 0 37 1.8 22 55 0 44 2.5

理 応用物理学科 臨床工学専攻 16 38 21 31 2.4 16 33 23 26 2.1 16 18 10 15 1.1

工 生命医療工 臨床工学コース 31 96 46 63 3.1 31 38 18 33 1.2 31 42 25 36 1.4

29 岡山 川崎医療福祉大学 医療技術 臨床工 37 170 165 69 4.6 35 197 193 101 5.6 35 177 176 73 5.1

30 広島 広島国際大学 保健医療 医療技術 臨床工学専攻 33 236 200 92 7.2 31 240 175 109 7.7 31 170 170 127 5.5

31 広島 広島工業大学 生命 生体医工 28 254 248 178 9.1 28 271 267 189 9.7 28 222 219 157 7.9

32 福岡 純真学園大学 保健医療 医療工 28 44 41 67 1.6 30 57 57 61 1.9 30 39 38 70 1.3

33 福岡 帝京大学 福岡医療技術 医療技術 臨床工学コース 24 71 64 38 3.0 24 56 53 32 2.3 24 79 76 55 3.3

34 長崎 長崎総合科学大学 工 工 医療工学コース 14 60 60 48 4.3 14 74 72 61 5.3 14 47 46 33 3.4

35 熊本 東海大学 基盤工 医療福祉工 29 69 61 42 2.4 29 84 78 54 2.9 27 98 95 61 3.6

36 熊本 九州保健福祉大学 保健科学 臨床工 30 36 33 22 1.2 28 51 51 37 1.8 22 31 31 25 1.4

1007 7292 7004 2983 7.2 1071 7527 7013 3101 7.0 1012 7244 6783 2861 7.2

29.6 214.5 206.0 87.7 7.2 29.8 209.1 194.8 86.1 7.0 28.9 207.0 193.8 81.7 7.2

117 924 743 301 7.9 146 850 645 327 5.8 142 901 665 336 6.3

29.3 231.0 185.8 75.3 7.9 29.2 170.0 129.0 65.4 5.8 28.4 180.2 133.0 67.2 6.3

注： １）一般入試のみのデータであり、推薦入試等の数値は含まない。

２）「都道府県」は該当学科等のキャンパスの所在地による。

３）志願倍率＝志願者数／募集人員

出典： 進学業者による調査データに基づき本学が表を作成。募集人員の一部は進学業者の推測値。

27 岡山 岡山理科大学

全体
合計

平均

近畿５大学
（No.22～N0.26）

合計

平均

臨床工学技士を養成する大学の志願状況（一般入試のみ）

2019年度

別紙５－②

2017年度 2018年度
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別紙６－１ 病院（一般病院）における職種別従事者数（実数）

一般病院 2002年 2005年 2008年 2011年 2014年 2015年 2016年 2017年 2005年 2008年 2011年 2014年 2015年 2016年 2017年

総　　数 1,485,344 1,514,230 1,605,591 1,738,934 1,871,713 1,906,999 1,936,709 1,923,820 1.9% 6.0% 8.3% 7.6% 1.9% 1.6% -0.7%

医師 166,291 171,876 179,366 190,662 201,139 205,497 208,650 208,481 3.4% 4.4% 6.3% 5.5% 2.2% 1.5% -0.1%

歯科医師 9,194 9,406 9,846 9,981 9,883 9,921 10,128 9,692 2.3% 4.7% 1.4% -1.0% 0.4% 2.1% -4.3%

薬剤師 36,173 37,233 38,760 39,735 43,659 44,987 46,638 46,846 2.9% 4.1% 2.5% 9.9% 3.0% 3.7% 0.4%

保健師 2,187 2,730 3,927 4,679 5,212 5,232 5,018 5,544 24.8% 43.9% 19.2% 11.4% 0.4% -4.1% 10.5%

助産師 17,267 17,067 18,128 20,120 22,222 22,613 22,880 22,880 -1.2% 6.2% 11.0% 10.5% 1.8% 1.2% 0.0%

看護師 497,259 525,694 590,333 654,397 714,605 733,038 751,196 750,037 5.7% 12.3% 10.9% 9.2% 2.6% 2.5% -0.2%

准看護師 164,584 144,592 134,823 120,551 105,979 100,992 95,780 87,461 -12.2% -6.8% -10.6% -12.1% -4.7% -5.2% -8.7%

看護業務補助者 173,778 170,798 160,563 166,220 167,005 163,535 158,303 149,477 -1.7% -6.0% 3.5% 0.5% -2.1% -3.2% -5.6%

理学療法士（ＰＴ） 21,857 28,366 38,564 51,634 65,982 70,301 74,058 78,205 29.8% 36.0% 33.9% 27.8% 6.6% 5.3% 5.6%

作業療法士（ＯＴ） 9,112 13,551 19,778 27,312 33,414 34,791 37,084 38,389 48.7% 46.0% 38.1% 22.3% 4.1% 6.6% 3.5%

視能訓練士 2,197 2,565 2,956 3,436 3,964 4,103 4,227 4,309 16.7% 15.3% 16.2% 15.4% 3.5% 3.0% 1.9%

言語聴覚士 3,358 5,178 7,842 10,625 13,464 14,229 15,090 15,722 54.2% 51.4% 35.5% 26.7% 5.7% 6.1% 4.2%

義肢装具士 57 65 61 64 61 66 66 62 13.7% -6.2% 5.1% -5.0% 9.8% -0.6% -6.7%

歯科衛生士 3,614 3,871 4,145 4,514 5,229 5,482 5,670 5,823 7.1% 7.1% 8.9% 15.8% 4.8% 3.4% 2.7%

歯科技工士 880 813 777 746 707 678 657 657 -7.6% -4.4% -4.0% -5.2% -4.2% -3.1% 0.0%

診療放射線技師 33,130 35,032 36,965 39,119 41,707 42,694 43,811 44,192 5.7% 5.5% 5.8% 6.6% 2.4% 2.6% 0.9%

診療エツクス線技師 531 417 286 223 166 138 138 100 -21.4% -31.3% -22.1% -25.6% -16.8% -0.5% -27.6%

臨床検査技師 44,018 44,764 46,451 48,822 52,005 53,184 54,096 54,007 1.7% 3.8% 5.1% 6.5% 2.3% 1.7% -0.2%

衛生検査技師 319 231 193 139 110 94 89 76 -27.6% -16.4% -28.3% -20.4% -15.1% -5.3% -14.0%

臨床工学技士 7,440 9,402 11,925 14,577 17,915 19,251 20,370 21,172 26.4% 26.8% 22.2% 22.9% 7.5% 5.8% 3.9%

あん摩マツサージ指圧師 4,354 3,608 2,717 2,082 1,628 1,505 1,376 1,213 -17.1% -24.7% -23.4% -21.8% -7.6% -8.6% -11.9%

柔道整復師 722 688 627 562 521 492 486 484 -4.7% -8.8% -10.4% -7.3% -5.6% -1.2% -0.3%

管理栄養士 13,439 13,999 15,698 16,853 19,026 19,676 20,190 20,199 4.2% 12.1% 7.4% 12.9% 3.4% 2.6% 0.0%

栄養士 6,383 5,486 4,876 4,490 3,985 3,813 3,772 3,881 -14.1% -11.1% -7.9% -11.2% -4.3% -1.1% 2.9%

精神保健福祉士 749 1,466 1,887 2,130 2,520 2,582 2,718 2,930 95.8% 28.7% 12.9% 18.4% 2.4% 5.3% 7.8%

社会福祉士 1,546 2,649 4,510 6,705 9,179 10,014 10,832 12,900 71.4% 70.3% 48.7% 36.9% 9.1% 8.2% 19.1%

介護福祉士 13,636 19,162 25,565 32,649 40,244 42,428 43,588 42,072 40.5% 33.4% 27.7% 23.3% 5.4% 2.7% -3.5%

保育士 6,870

その他の技術員 16,097 14,870 13,667 14,339 14,104 14,084 13,837 16,551 -7.6% -8.1% 4.9% -1.6% -0.2% -1.8% 19.6%

医療社会事業従事者 6,764 7,842 8,340 8,075 8,834 8,760 8,801 4,517 15.9% 6.4% -3.2% 9.4% -0.8% 0.5% -48.7%

事務職員 141,781 144,613 152,522 175,140 198,753 204,940 209,829 206,386 2.0% 5.5% 14.8% 13.5% 3.1% 2.4% -1.6%

その他の職員 86,631 76,196 69,492 68,355 68,492 67,879 67,331 62,687 -12.1% -8.8% -1.6% 0.2% -0.9% -0.8% -6.9%

出典： 厚生労働省「医療施設調査・病院報告」より作成

各年10月1日現在

注： すべての職種は常勤換算の数値である。

対前回調査比
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別紙６－２ 病院（一般病院）における職種別従事者数（100床当たり）

一般病院 2002年 2005年 2008年 2011年 2014年 2015年 2016年 2017年 2005年 2008年 2011年 2014年 2015年 2016年 2017年

総　　数 107.6 110.6 118.8 131.1 142.2 145.1 147.7 148.4 2.8% 7.4% 10.4% 8.5% 2.0% 1.8% 0.5%

医師 12.0 12.5 13.3 14.4 15.3 15.6 15.9 16.1 4.2% 6.4% 8.3% 6.3% 2.0% 1.9% 1.3%

歯科医師 0.7 0.7 0.7 0.8 0.8 0.8 0.8 0.7 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% -12.5%

薬剤師 2.6 2.7 2.9 3.0 3.3 3.4 3.6 3.6 3.8% 7.4% 3.4% 10.0% 3.0% 5.9% 0.0%

保健師 0.2 0.2 0.3 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.0% 50.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

助産師 1.3 1.2 1.3 1.5 1.7 1.7 1.7 1.8 -7.7% 8.3% 15.4% 13.3% 0.0% 0.0% 5.9%

看護師 36.0 38.4 43.7 49.3 54.3 55.8 57.3 57.9 6.7% 13.8% 12.8% 10.1% 2.8% 2.7% 1.0%

准看護師 11.9 10.6 10.0 9.1 8.1 7.7 7.3 6.7 -10.9% -5.7% -9.0% -11.0% -4.9% -5.2% -8.2%

看護業務補助者 12.6 12.5 11.9 12.5 12.7 12.4 12.1 11.5 -0.8% -4.8% 5.0% 1.6% -2.4% -2.4% -5.0%

理学療法士（ＰＴ） 1.6 2.1 2.9 3.9 5.0 5.3 5.6 6.0 31.3% 38.1% 34.5% 28.2% 6.0% 5.7% 7.1%

作業療法士（ＯＴ） 0.7 1.0 1.5 2.1 2.5 2.6 2.8 3.0 42.9% 50.0% 40.0% 19.0% 4.0% 7.7% 7.1%

視能訓練士 0.2 0.2 0.2 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

言語聴覚士 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 1.1 1.2 1.2 100.0% 50.0% 33.3% 25.0% 10.0% 9.1% 0.0%

義肢装具士 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - - - - - - -

歯科衛生士 0.3 0.3 0.3 0.3 0.4 0.4 0.4 0.4 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0%

歯科技工士 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

診療放射線技師 2.4 2.6 2.7 2.9 3.2 3.2 3.3 3.4 8.3% 3.8% 7.4% 10.3% 0.0% 3.1% 3.0%

診療エツクス線技師 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - - - - - - -

臨床検査技師 3.2 3.3 3.4 3.7 4.0 4.0 4.1 4.2 3.1% 3.0% 8.8% 8.1% 0.0% 2.5% 2.4%

衛生検査技師 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - - - - - - -

臨床工学技士 0.5 0.7 0.9 1.1 1.4 1.5 1.6 1.6 40.0% 28.6% 22.2% 27.3% 7.1% 6.7% 0.0%

あん摩マツサージ指圧師 0.3 0.3 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0% -33.3% 0.0% -50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

柔道整復師 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0% -100.0% - - - - -

管理栄養士 1.0 1.0 1.2 1.3 1.4 1.5 1.5 1.6 0.0% 20.0% 8.3% 7.7% 7.1% 0.0% 6.7%

栄養士 0.5 0.4 0.4 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 -20.0% 0.0% -25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

精神保健福祉士 0.1 0.1 0.1 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

社会福祉士 0.1 0.2 0.3 0.5 0.7 0.8 0.8 1.0 100.0% 50.0% 66.7% 40.0% 14.3% 0.0% 25.0%

介護福祉士 1.0 1.4 1.9 2.5 3.1 3.2 3.3 3.2 40.0% 35.7% 31.6% 24.0% 3.2% 3.1% -3.0%

保育士 - - - - - - - 0.5 - - - - - - -

その他の技術員 1.2 1.1 1.0 1.1 1.1 1.1 1.1 1.3 -8.3% -9.1% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 18.2%

医療社会事業従事者 0.5 0.6 0.6 0.6 0.7 0.7 0.7 0.3 20.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% -57.1%

事務職員 10.3 10.6 11.3 13.2 15.1 15.6 16.0 15.9 2.9% 6.6% 16.8% 14.4% 3.3% 2.6% -0.6%

その他の職員 6.3 5.6 5.1 5.2 5.2 5.2 5.1 4.8 -11.1% -8.9% 2.0% 0.0% 0.0% -1.9% -5.9%

出典： 厚生労働省「医療施設調査・病院報告」より作成

各年10月1日現在

注： すべての職種は常勤換算の数値である。

対前回調査比
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病院（一般病院）における臨床工学技士の従事者数（全国・大阪）

実数 2002年 2005年 2008年 2011年 2014年 2015年 2016年 2017年

全国 7,440 9,402 11,925 14,577 17,915 19,251 20,370 21,172

大阪 464 574 766 916 1,203 1,320 1,403 1,478

100床当たり 2002年 2005年 2008年 2011年 2014年 2015年 2016年

全国 0.5 0.7 0.9 1.1 1.4 1.5 1.6 -

大阪 0.5 0.6 0.8 1.0 1.3 1.4 1.5 -

病院（一般病院）における職種別従事者数
（100床当たり、大阪）

2016年

総　　数 151.2

医師 17.8

歯科医師 0.8

薬剤師 4.1

保健師 0.2

助産師 2.0

看護師 58.0

准看護師 7.5

看護業務補助者 12.9

理学療法士（ＰＴ） 6.0

作業療法士（ＯＴ） 2.2

視能訓練士 0.4

言語聴覚士 1.1

義肢装具士 0.0

歯科衛生士 0.4

歯科技工士 0.0

診療放射線技師 3.6

診療エツクス線技師 0.0

臨床検査技師 4.1

衛生検査技師 0.0

臨床工学技士 1.5

あん摩マツサージ指圧師 0.1

柔道整復師 0.1

管理栄養士 1.5

栄養士 0.2

精神保健福祉士 0.1

社会福祉士 0.8

介護福祉士 2.2

その他の技術員 0.8

医療社会事業従事者 0.6

事務職員 17.6

以上出典： 厚生労働省「医療施設調査・病院報告」により作成

各年10月1日現在

注： すべての職種は常勤換算の数値である。

別紙７－１

別紙７－２
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別紙８ 外科医として希望する支援事項（アンケート調査） 

 

 

 

出典：「平成 24 年度日本外科学会会員の労働環境に関するアンケート調査および平成 24 年度診療報酬改

定結果に対する外科医の労働環境改善反映方法実態調査報告書（要約版）」（平成 25 年 4 月）

（責任編集：日本外科学会外科医労働環境改善委員会）より抜粋 

調査対象：日本外科学会会員（メールアドレスが判明している者すべて） 

     メール配信数 28,000 件、有効回収数 8,316 件 

調査期間：平成 24 年 10 月 30 日～12 月 10 日 
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別紙９ 看護業務の役割分担に関する実態調査より（抜粋） 

 

出  典：日本病院会 看護職場環境委員会 

平成 27 年度「看護業務の役割分担に関する実態調査」結果報告書（抜粋版）より抜粋 

 調査目的：各医療機関の現在（平成 27 年度）と５年前（平成 23 年度）を比べ、専門職が働く部門

ごと（外来、病棟、手術室、透析室、内視鏡室）に、看護業務に関する役割分担の状況

変化の把握等。 

 対象施設：一般社団法人日本病院会に加盟するすべての会員 2,418 施設（回収数 947 施設） 

 調査期間：平成 27 年 6 月 2 日～8 月 3 日 

 抜粋方法：臨床工学技士の位置づけが比較的大きい項目のうち数業務を抜粋 
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４．病棟における役割分担 
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2020 年 1 月 15 日 
 
厚生労働省医政局長  吉田 学 殿 
 

四 病 院 団 体 協 議 会  
一般社団法人日本病院会     

    会長 相澤 孝夫 
公益社団法人全日本病院協会   

    会長 猪口 雄二 
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要望書 
～医師のタスク・シフティング/シェアリングについて～ 

 
現在、「医師の働き方改革を進めるためのタスク・シフト/シェアの推進に関す

る検討会」において様々な議論がされている。 
四病院団体協議会は、医師の働き方改革対象となる診療従事勤務医を多数抱

える病院から構成される団体として、医師の働き方改革を推進するにはタスク・

シフティング/シェアリングは必要不可欠と考え、提案を行ってきた。 
今後、医師の働き方改革を推進するため、下記の業務についてタスク・シフテ

ィング/シェアリングが可能となることを要望する。 
 
 薬剤師へのタスク・シフト 

医師等との協働により作成した包括的指示に基づいた投薬の実施、持参薬

の継続提案、多剤併用薬に対する処方提案等、現行法の下で可能なタスク・

シフトを確認し、医療機関内において薬剤師が主体的に業務を行えるよう

にすること。 
 

 看護師へのタスク・シフト 
特定行為研修修了者はもとより、病棟、介護施設等の一般看護師において

も臨床現場における医師の包括的指示のもとに、看護師が患者の状態に応

じて柔軟に対応ができるようにすること。 
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 診療放射線技師へのタスク・シフト 
放射線部門の検査における静脈ルート確保、医療機関外でのマンモグラフ

ィの単独撮影、等。 
 

 臨床検査技師へのタスク・シフト 
採血のための静脈ルート確保およびロック、血液培養を含む検体採取、等。 
 

 臨床工学技士へのタスク・シフト 
    全身麻酔装置に伴う麻酔作動薬や循環作動薬等の、輸液ポンプを用いた

静脈ライン確保と静脈ラインからの薬剤投与、硬性鏡の保持および術野

確保のための操作 
    内視鏡（軟性鏡）検査・治療時、心臓・血管カテーテル検査・治療時の医

療機器操作の補助 
   血液浄化施行時、動脈表在化を含むバスキュラーアクセスへの穿刺、カ

ニューレ留置および不要カニューレの抜去、等。 
    
 医師事務作業補助者について 
   患者ヘの説明（検査手順説明、入院説明、同意書の取得等）、 

電子カルテの記載（診断書、入退院サマリー、各種パスの代行入力等） 
各種書類作成等事務業務（申請書等の草案作成、診療データ入力・解析、

統計作成、当直表作成等） 
多くのタスク・シフティングが可能となる医師事務作業補助者を適切に配

置できるよう診療報酬上の改定。 
 
 救急救命士について 

医師の指示に基づく、医療機関内での救急外来、病棟急変時、等における

救急救命処置および診療補助。 
 
医師の働き方改革を推進するためには、医療安全等を確保しつつも既存の役

割分担にとらわれない業務移管を行う必要がある。今後、安全性を担保するため

の研修システム確立（シミュレーターによるトレーニング等も含む）、養成カリ

キュラム作成、資格者のアドバンスト研修等、が必要となる。病院団体として、

関係諸団体と連携し、協力していく。 

 



滋慶医療科学大学　医療科学部　臨床工学科（仮称）の
　設置計画に係るアンケート調査（高校２年生対象）

　このアンケート調査は、高校生の皆さんに、高等学校卒業後の進路等についてお聞きし、滋慶医療科学大学　医療科学部
臨床工学科（仮称）の設置計画に関する基礎資料とするためのものです。なお、このアンケートの結果は、統計資料として
のみ用い、個別の回答内容について公開することはありません。
以下の質問に、別紙のリーフレットをご覧の上お答えくださいますよう、ご協力お願いいたします。

問4以降は、問3で1、2、3のいずれかを選択した方におたずねします。
問3で4、5を選択した方は、これでアンケートは終了です。ご協力ありがとうございました。

問8以降は、問7で1を選択した方におたずねします。
問7で2、3を選択した方はこれでアンケートは終了です。ご協力ありがとうございました。

これでアンケートは終了です。ご協力ありがとうございました。

問1　あなたの、高校名について教えてください。
　　　右の解答欄にご記入ください。

高等学校

問2　あなたの、性別について教えてください。
　　  次の中から、一つだけ選んで、回答欄に番号を記入してください。

1 男性 2 女性

問5　あなたは、進学先を決定する際に「教育面」で重視する条件について、
　　  次の中から、二つまで選んで、回答欄に番号を記入してください。

1
2
3
4
5

目指す資格や免許が取得できる
学びたい分野の学部・学科がある
専門分野について深く学べる
自分の興味にあわせて幅広く学べる
教授陣が充実している

6
7
8
9

実践力と理論が共に身につく
自分の学力に合っている
資格試験の合格率が高い
その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問6　あなたは、進学先を決定する際に「環境・支援面」で重視する条件について、
　　  次の中から、二つまで選んで、回答欄に番号を記入してください。

1
2
3
4
5

キャンパスが充実している
交通の便が良い
在校生の雰囲気が自分にあっている
歴史・伝統があり、知名度が高い
就職支援が充実し、就職率が高い

6
7
8
9

学生への指導が親身で丁寧
奨学金制度が充実している
学費が安い
その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　）

～次の設問からは、別紙リーフレットもあわせてご覧になって、ご回答してください～
問7　あなたは、滋慶医療科学大学 医療科学部 臨床工学科（仮称）が設置された場合、受験を希望しますか。
　　  次の中から、一つだけ選んで回答欄に番号を記入してください。

1
2
3

受験を希望する
受験を希望しない
わからない

問8　あなたは、滋慶医療科学大学 医療科学部 臨床工学科（仮称）に合格した場合、進学を希望しますか。
　　  次の中から、一つだけ選んで回答欄に番号を記入してください。

1
2
3
4

進学を希望する
進学先の一つとして考える
進学を希望しない
わからない

問9　あなたが、滋慶医療科学大学 医療科学部 臨床工学科（仮称）の
受験・入学に関心を持った理由について教えてください。

　　　次の中から、一つだけ選んで、回答欄に番号を記入してください。

1
2
3
4
5
6
7

臨床工学技士国家試験受験資格を取得できるから
教育内容に興味があるから
臨床工学技士の学修だけでなく、データサイエンスなどの発展的なことも学べるから
長年の専門学校教育の実績がある大阪滋慶学園が設置する学科だから
大学の立地が駅から近く、通学に便利だから
自宅から通えるから
その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問3　あなたは、高校卒業後、どのような進路をお考えですか。
　　  次の中から、一つだけ選んで、回答欄に番号を記入してください。

1
2
3

大学進学（4年制・6年制）
短期大学進学
専門学校進学

4
5
就  職
その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　）

問4　あなたが、高校卒業後に進学をする場合、どの分野を希望されますか。
　　  次の中から、二つまで選んで、回答欄に番号を記入してください。

1
2
3
4
5
6
7

文学・史学・哲学関係
教育学・保育学関係
法学・政治学関係
社会学・福祉学関係
経済学・経営学関係
工学・理学関係
医学・歯学関係

8
9
10
11
12
13

看護学関係
医療技術学関係
健康科学関係
芸術学関係
生活科学関係
その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　）
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滋慶医療科学大学　医療科学部　臨床工学科（仮称）の
人材需要に関するアンケート調査

　このアンケート調査は、採用のご責任者・ご担当者様からご意見をお伺いし、滋慶医療科学大学 医療科学部 臨床工学科（仮称）
の設置計画に関する基礎資料とするためのものです。なお、このアンケートの結果は、統計資料としてのみ用い、個別の回答内容
について公開することはありません。以下の質問に、別紙の概要及びリーフレットをご覧になってお答えくださいますようご協力
お願いいたします。

（注）このアンケート用紙は、医療施設様、医療機器等関連企業様で共通の様式となっており、設問では「貴施設、貴社」と並列で表現させていた
　　　だいております。医療施設等を有する「法人」様において回答される場合、法人様で複数の医療施設等を有されるときは、回答の対象は法人
　　　全体あるいは特定の病院等のいずれでもかまいません。
　　　医療機器等関連企業様におかれても、同様にお考えください（企業全体あるいは事業所等の単位）

問1　はじめに、貴施設又は貴社（支社、事業所等を含む）の事業内容を教えてください。
　　  次の中から、一つだけ選んで回答欄に番号を記入してください。

1
2
3

医療施設（病院、診療所・クリニック）
医療機器関連企業（製造・流通等）
その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問3　貴施設・貴社の職員数・従業員数について教えてください。
　　　次の中から、一つだけ選んで、回答欄に番号を記入してください。

1
2
3
4
5
6

50名未満
50名～99名
100名～499名
500名～999名
1,000名～4.999名
5,000名以上

問6　貴施設・貴社において、新卒の臨床工学技士の採用をする場合、重視する点を教えてください。
　　　次の中から、優先順位の高いものを二つ選んで、回答欄に番号を記入してください。

1
2
3
4
5
6
7

学校の学修の成果として臨床工学技士としての専門的知識・技術をしっかりと身につけている
潜在力・成長力に優れていると見込まれ、将来的に伸び代が大きいと見込まれる
専門分野以外のことにも広く知識を有し、柔軟な思考を有している
医療分野の仕事、臨床工学技士の仕事に対し意欲や熱意を持っている
協調性があって、常識的な振る舞いができ、チームの中で的確に働く能力を有している
仕事に対して、粘り強く、まじめかつ意欲的に取り組むことが期待できる
その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問8　問7で「1　採用したいと思う」とお答えになった方にお伺いします。
　　  滋慶医療科学大学 医療科学部 臨床工学科（仮称）で学んだ卒業生の採用人数について、
　　  毎年何名程度の採用を想定されますか。次の中から、一つだけ選んで、回答欄に番号を記入してください。

問9　滋慶医療科学大学 医療科学部 臨床工学科（仮称）に対するご意見・ご要望などをご自由にお書きください。

◇差し支えなければ、貴施設又は貴社の名称をお教えください。（任意）

1
2
3
4
5

１名
２名
３名以上
１名以上だが人数は未定
わからない

問7　滋慶医療科学大学 医療科学部 臨床工学科（仮称）で学んだ卒業生の採用について、
　　　どのようにお考えになりますか。次の中から、一つだけ選んで、回答欄に番号を記入してください。

1
2
採用したいと思う
採用したいと思わない

問4　貴施設・貴社の過去3ヵ年の平均的な臨床工学技士の採用数について教えてください。
　　　次の中から、一つだけ選んで、回答欄に番号を記入してください。

1
2
3
4
5
6

採用なし
１名
２名
３名
４名
５名以上（具体的に：　　　　　　　名程度）

問5　貴施設・貴社のおける臨床工学技士の充足状況について、お尋ねいたします。
　　　次の中から、一つだけ選んで、回答欄に番号を記入してください。

1
2
3
4
5
6

充足している
現行の業務量に対して不足している
現状は不足ではないが、増員等を図りたい
現状は不足ではないが、しばしば欠員等の補充が発生する
特に臨床工学技士は必要としていない
その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問2　貴施設・貴社の所在地の都道府県について教えてください。
　　  次の中から、一つだけ選んで回答欄に番号を記入してください。

1

2

3

4

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

5

6

7

8

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

9

10

11

12

岡山県

広島県

山口県

徳島県

13

14

15

16

香川県

愛媛県

高知県

その他（　　　　　　　　　　）

ご協力ありがとうございました。

お手数ですが、ご回答後、下記までFAXで送信ください。

株式会社日本ドリコム 関西支社　担当：藤谷

FAX送信先：06-6399-0666
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